
赤土流出防止対策協議会（産業振興課内）☎985-7134お問い合わせ

◆ベチバーはイネ科の多年生草本で、生長すると２～３ｍほど
になります。
◆生長がはやく、年に２、３回、葉を刈り取ることができます。
◆ススキのような穂をつけますが、種子の発芽能力がないため、
雑草化の心配がありません。株分けによって増えます。
◆ベチバーが生長すれば、他の雑草を防ぐことができます。
   また、敷き草にすることで雑草の防除にもなります。
◆畑の土が流れ出るのを防ぎます。

畑の土の流出を防止する
ためのベチバー苗の提供
および植栽、防止板設置
の支援を行っています。
ご希望の方は、下記まで
連絡ください。

※予算に達し次第、締め切りと
なります。　
※農地の状況を確認して決めて
いきます。

サトウキビを収穫した後の今がチャンス！
畑の周りにベチバーを植えませんか？

 宮平さん
  （久米糖）

    橘さん
    （農研）   友寄さん

 （久米糖）

通路（畝間）に敷けば、靴に泥が
付きにくい

   杉本先生
富村さん
 （農研）

地表面が削られたガリに敷けば
それ以上の浸食を防いでくれる かぼちゃなどの敷き草にも

農家の皆さまへ

農業委員会　☎985-7134お問い合わせ

農業委員会総会(許認可業務の審査会)が開催されました。
町農業委員会では令和8年3月25日久米島町役場において、令和7年度第12回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
①農地法第３条の規定による許可申請 　  →   　4件　審議の結果許可されました。
②農地法第4条第1項の規定による許可申請について 　  →  　1件　審議の結果許可されました。

許可申請書及び届出等の申請締め切り日 →　５月15日(金)
令和8年度第2回（5月）農業委員会総会の開催日 →　５月25日(月)

申請についてご不明点等がありましたら、農業委員会事務局まで連絡お願いします。

農業委員会だより

敷き草
として使える

赤土対策
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産業振興課　☎985-7134お問い合わせ

今年は、攻めの灌水。自己負担額が大幅に減りました！

昨年度からの変更点

干ばつの影響を受ける前に早めの対策が「収穫重量（トン数）の
最大化」と収益アップの決め手です。大切なさとうきびを乾燥から
守り、重量感のある豊かな収穫を実現するために、ぜひ本助成事
業を積極的にご活用ください。

農家負担額　      1,320円
共済加入者負担額　320円
※さとうきび共済加入者
　（1,000円、還付金あり）

①【申込】久米島実業者運送へ申し込む（☎985-7900）※場所・日時・台数
②【実施】久米島実業者運送が灌水作業実施。※農家さんは、立ち合いしてください。
③【精算】農家負担額（1,320円／１台）※収穫したさとうきびの代金から差引き精算。

潅水の流れ

さとうきび農家負担は、わずか20％。例年の半分以下のコストで、
大切なさとうきびを守りぬけます。
※さとうきび共済に加入すると負担率約5%
　（後日1,000円の還付金あり）

本格的な夏が来る前に、梅雨明け直後からスタート可能。初期の
生育を加速させ、収量アップを狙いましょう。

農家負担額は、収穫したさとうきびの代金から差引き精算します。
お手元から現金を出す必要はありません。

６月からの前倒し実施！

補助率が50％から80％へ！

手出しの資金不要！

項目

補助率

農家負担額

開始時期

昨年度
(令和７年度)項目

補助率

農家負担額

開始時期

今年度度
(令和８年度)

80％(大幅増額)

1,320円

50％

3,300円

７月から開始 ６月から開始
(早めの対策)
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～干ばつに負けない、強いサトウキビ作りを応援します～
「雨を待つ」から「水をかけて育てる」へ

申   請   期   間：令和８年５月18日から令和８年11月10日まで
事業実施期間：令和８年６月 １日から令和８年11月20日まで
事   業   内   容：さとうきび圃場へ灌水費用の助成（費用の4/5は久米島町、久米島製糖が負担します）
　　　　　　　 【費用】散水車１台（８ｔ）あたり　6,600円（税込）のうち　

さとうきび共済
問い合わせ先
☎090-6865-2812
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